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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

工業規格である。これによって，JIS A 1481-1:2014 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS A 1481 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS A 1481-1 第 1 部：市販バルク材からの試料採取及び定性的判定方法 

JIS A 1481-2 第 2 部：試料採取及びアスベスト含有の有無を判定するための定性分析方法 

JIS A 1481-3 第 3 部：アスベスト含有率の X 線回折定量分析方法 

JIS A 1481-4 第 4 部：質量法及び顕微鏡法によるアスベストの定量分析方法 
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日本工業規格          JIS 
 A 1481-1：2016 
 (ISO 22262-1：2012) 

建材製品中のアスベスト含有率測定方法－ 

第 1 部：市販バルク材からの試料採取及び 

定性的判定方法 

Air quality-Bulk materials-Part 1: Sampling and qualitative determination 

of asbestos in commercial bulk materials 

 
序文 

この規格は，2012 年に第 1 版として発行された ISO 22262-1 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，市販のバルク材の試料採取方法及び市販のバルク材中のアスベスト同定方法について規定

する。この規格は，適切な試料の前処理手順を規定し，偏光顕微鏡及び分散染色によるアスベストの同定

手順について規定する。 

また，アスベスト繊維をアスファルト，セメント及びプラスチック製品のようなマトリックス材から分

離するための簡便法を規定する。アスベストの同定には，走査電子顕微鏡（SEM）又は透過電子顕微鏡

（TEM）とエネルギー分散 X 線分析（EDXA）とを用いて行うこともできる。共通の分析上の問題，分析

の際に遭遇する障害及び他のタイプの繊維に関する情報も提供する。 

この規格は，特殊なタイプのアスベスト含有製品及び市販の鉱物に含まれるアスベストの定性的同定に

適用可能である。この規格は，同定のためにアスベスト繊維をマトリックス材から容易に分離できるよう

な耐火材，断熱材及びその他の製品又は鉱物類の分析に適用可能である。 

注記 1 市販のバルク材とは，この規格が適用可能な対象物を指し，4.3 に規定している。 

注記 2 この規格は，偏光顕微鏡法及び明記されたその他の分析手順（参考文献[16]～[19]）に習熟し

た顕微鏡を使用する技術者向けに作成されている。そのため，基礎的な分析技法の指示書と

して提供することは意図していない。 

注記 3 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 22262-1:2012，Air quality－Bulk materials－Part 1: Sampling and qualitative determination of 

asbestos in commercial bulk materials（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”

ことを示す。 

 


